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世界と日本の気温変動

• 0.72℃/100年

• 1.19℃/100年



福島県の気温変化の現状
1981年から201５年

第2図 福島・若松・白河・小名浜の年平均気温の推移

（出典）気象庁『過去のデータ検索』各年のデータより作成（http://www.jma.go.jp/）

1.40℃/100年 1.04℃/100年1.43℃/100年1.46℃/100年

http://www.jma.go.jp/


気温上昇量





猛暑日（最高気温35℃以上の日）の出現日数



降水量変動



降水量変動の特徴



年降水量とその変動

第12図 年降水量の推移

（出典）気象庁『過去のデータ検索』各年のデータより作成（http://www.jma.go.jp/）

福島：-80.8mm/100年， 若松：-93.7mm/100年，白河：88.7㎜/100年，小名浜：－98.5㎜/100年

http://www.jma.go.jp/


降水量変動



強雨化



短時間降水強度変化



降雪量変動



降雪量の変化傾向



降雪日の数変動



MIROC 100km ＧＣＭ

ＮＨＭ ２０km ＲＣＭ

ＮＨＭ ５km ＭＣＭ
気候因子と

評価対象との関係影響評価

力学的方法

統計的手法



GCMのGrids

MIROC(1.4°)

Grid Length

N３７°
124.8㎞



GCMによる温暖化予測差

近未来 未来



北日本太平洋側4.9℃

北日本太平洋側51.9±１６０．４ｍｍ

2017年3月



温室効果ガス排出量と放射強制力



予測の不確定性
RCP8.5   2.6 -4.8℃(936ppm)

RCP6.0   1.4 -3.1℃(670ppm)

RCP4.5 1.1 -2.6℃(538ppm)

RCP2.6 0.3 -1.7℃(421ppm)



平均気温の将来予測

シナリオ 近未来
（2031年か
ら2050年）

未来（2081年
から2100年）

RCP2.6 2.1℃ 1.9℃

RCP4.5 1.9℃ 3.0℃

RCP8.5 2.1℃ 5.3℃

シナリオ 近未来
（2031年か
ら2050年）

未来（2081

年から2100

年）

RCP2.6 2.1℃ 1.9℃

RCP4.5 1.9℃ 3.0℃

RCP8.5 2.1℃ 5.3℃



気温変動予測結果

RCP2.6シナリオ RCP4.5シナリオ RCP8.5シナリオ



• 福島県７地域の代
表地点における冬
日の出現日数の経
年変化



福島県７地域の代表地
点における猛暑日の出
現日数の経年変化



年降水量の将来予測
シナリオ RCP

2.6 

RCP

4.5

RCP

８．５

近未来 20.1% 15.3% 15.3%

未来 15.2% 20.8% 29.6%



降水量変動予測結果

RCP2.6シナリオ RCP4.5シナリオ RCP8.5シナリオ



第 48 図 近未来の予測から現在の観測値を

引いた降水量の変化量 

上左図が RCP2.6，上右図が RCP4.5，下図が

RCP8.5 シリオを示す。 

赤の領域は増加領域，青の領域は減少領域を

示す。 

 



未来の予測から現在の年降水量を引いた年降
水量変化量分布
左上：RCP2.6 右上：RCP4.5 下左：RCP8.5

赤領域は増加領域，青領域は減少領域を示す。



福島県７地域の代表地点に
おける日降水量50mm以上
の出現日数の経年変化



近未来の予測から現在の観測値を引いた
降雪量の変化量
上左図がRCP2.6，上右図がRCP4.5，下
図がRCP8.5シナリオ



RCP8.5の降雪量予測
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リンゴの適地変化



モモの適地地変化

近未来の適地（緑色域）と不適地（青色域は低温不適地，赤色域は高温不適地）

未来の適地（緑色域）と不適地（青色域は低温不適地，赤色域は高温不適地）

気候的には，山岳地域の高所の低温不適地
を除いて，福島県のほとんどの地域でモモ
の栽培適地となり，拡大する。ただし，休
眠時間7.2℃以下1000時間を確保できる領域
としてRCP8.5シナリオの太平洋岸南部で高
温不適地が出現する。



コメ生産への
影響

RCP2.6シナリオでは平地を中心に減収する。RCP4.5および
RCP8.5シナリオでは増収する。いずれのシナリオでも高温
による不稔率が高くなるが、低温による不稔率の方が大きい。
継続する冷害と顕在化する高温障害の両面に警戒が必要にな
る。

現在の収量に対する増減値



斜面崩壊の発生率





熱ストレスの変化



災害力（自然変動）

防災力（社会構造）

災
害
力･

防
災
力

時間の変化

災害発生のメカニズム
緩和策

適応策



温暖化対策

①予防-温暖化を防ぐためにCO2等温室効果ガス
の排出を削減する（緩和策）

低炭素社会，省資源・省エネルギー社会，再生可
能エネルギーの利用，環境税，吸収源活動，排出源
取引，グリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）

②防除-排出されたCO2等温室効果ガスを除去す
る 二酸化炭素固定化（ＣＣＳ）

③適応-温暖化した環境に適応した人類の生活
環境を整える（適応策）

海面上昇対策 ，異常気象（極端現象）対策，感染症
の拡大対策 ，氷河融解対策，生態系保全，食糧問
題対応，水資源確保，環境難民対策
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太陽エネルギー

温室効果ガス
増加

温度上昇

地表面加熱強化

大気中の水蒸気増加

大気の不安定増加
積雲系降水増加

干ばつ 豪雨

層雲の増加

温暖化の過程

加
熱

冷
却

ＣＯ２，Ｎ２Ｏ，ＣＨ４，ＨＦＣ
－ＳＦ６・・Ｈ２Ｏ， Ｏ３で放
射加熱

緩和策





排出量の減少

エネルギー利用の削減
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まとめ

• 地球環境も人類生存のための重要な資源→

使える国が使えるだけ利用して国際秩序は
守れない。

• 人類の共通の資源として，時空間的に公平
に使える世界を目指すことが，持続的な社会
構築に不可欠である。

• 原子力災害の教訓として，安心・安全で持続
的な社会構築を福島から始めることが重要
→世界を動かそう！


